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要約 

背景：アジアの糖尿病患者における body mass index (BMI) と死亡との関連、特に、肥満

パラドックス（BMI が大きくなるにつれ死亡リスクが低下する）が存在するかどうかに関

しては解決していない。 

方法：JACC study で自己申告による 40-79 歳の糖尿病患者のうち、循環器疾患、がん、腎

臓病、および結核の既往のない 3,851 人（男性 2,115 人、女性 1,736 人）を 1998-1990 年

から 2009 年まで追跡した。BMI で<20.0、20.0–22.9（reference）、23.0–24.9、および

≥25.0kg/m2の 4 群に分類し、Cox 比例ハザードモデルを用いて死亡リスクを比較した。 

結果：54,707 人年の追跡期間中、全死亡 1,457 件、循環器死亡 445 件、がん死亡 421 件、

腎不全死亡 43 件、および感染症死亡 148 件を認めた。全死亡、循環器死亡、がん死亡、お

よび腎不全死亡のリスクと BMI との関連は L 字型を示した。一方、感染症死亡リスクと

BMI と関連に関しては、BMI 20.0–22.9kg/m2に比べて、 BMI 23.0–24.9、≥25.0kg/m2の

群は死亡リスクが低下する傾向にあった（肥満パラドックス）。多変量解析の結果、有意に

感染症死亡リスクが低下していたのは、 BMI 23.0–24.9kg/m2でハザードリスク（95%信頼

区間）=0.50 (0.31-0.81)、および BMI 25.0–27.4kg/m2で 0.51 (0.32–0.82)であった。喫煙状

況および年齢で層化、また、早期死亡を除外した後も感染症死亡リスクと BMI との関連は

同様であった。 

結語：全死亡、循環器死亡、がん死亡、および腎不全死亡リスクと BMI との関連は L 字型

を示したが、感染症死亡リスクと BMI との関連では肥満パラドックスを認めた。 
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